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1960 5， 650 
1965 5， 396 
1970 5， 036 
1975 4， 686 
1980 4， 230 










専 業 l ヨま 2 兼
854 。 327 (38. 3) 421 (49.3) 
763 。 207 (27. 1) 561 (73. 5) 
725 28 (3.9) 75 (10.3) 622 (85. 8) 
692 16 (2.3) 10 (1. 4) 666 (96. 2) 
527 20 (3. 8) 17 (3.2) 490 (93. 0) 
511 21 (4.1) 5 (1. 0) 485 (94. 9) 




















1960 2， 032 1. 060 52. 2 
1965 1. 999 751 37.6 
1970 2， 152 530 24. 6 
1975 1. 896 223 11. 8 
1980 1. 817 210 11. 2 
1985 1. 818 104 5. 7 
桧原村の主力産業は就業者数でみると製造業 (533人〉・













人 % 人 % 
529 26. 0 437 21. 5 
642 32. 1 605 30. 3 
909 42. 2 713 3. 1 
813 42. 9 858 45. 3 
795 42. 4 870 46. 4 




第 l次産業 (104) (5.7) (9.3) 
農業 49 2.7 8. 4 
林業 53 2. 9 O. 2 
漁業 2 0.1 O. 7 
第2次産業 (781) (43.0) (3. 0) 
鉱業 21 1.2 O. 2 
建設業 227 12. 5 9. 1 
製造業 533 29. 3 23. 7 
第3次産業 (931) (51. 2) (57.5) 
供給業 12 O. 7 O. 6 
運輸通信 110 6. 1 6.1 
卸小売 244 13.4 23.0 
金融保険 32 1.8 8. 8 
不動産 8 O. 4 
サー ビス 426 23. 4 20. 5 
公務 99 5.4 3. 5 






1985年の452農家のうち436戸，実に96.5%が農業専従者がいない.農業従事者1， 917人(男1， 000， 
女917)のうち，男は138人が70才以上， 60才台の107人を合わせると245人， 1/4が60才以上である.




のわずかむ.7%を占めるに過ぎず， 452戸の農家で平均すると 1戸わずか16aにしかならない. 1950年
耕地は現在の約 3倍 (207ha)あったが，農家数も約倍近し¥854戸あったので l戸当たり耕地面積
は24aで，経営耕地面積の零細性は同じであった.耕地の種類別では田は無いに等しく，樹i翠地





ha)・野菜類 (17ha)であった果樹の中では栗 (5ha)と梅 (1ha)が主なものである.施設の





台1戸， 70'"'-'1， 000万円台 l戸であり，大口は施設利用の花井栽培と思われる.販売額1位の農業部







439戸が林野を所有する山村である.林野の89.8%，8，758haが私有林， 9. 6% • 937haが都有林， 0.6 






















O. 1'" 1 98 2. 3 56 18.2 
1'" 5 207 47. 2 143 46. 6 
5'" 10 67 15.3 53 17.3 
10'" 20 32 7. 3 23 7.5 
20'" 50 10 4. 5 23 7. 5 
50'" 100 13 3.0 8 2. 6 
100孟 2 O. 4 O. 3 


















































1， 000鉢などであったその後増減があり， 1984年の役場にある会の名簿には 8名で，氏名・住所・
年令が記されている.
吉沢 宏 茅倉 73才
品橋 二仁子之2 上平 37 
品取六郎 泉沢 53 
吉沢栄 茅倉 54 
島崎栄作 神戸 74 
清水成道 下川苔 61 
中村登喜枝 笛うず 吹しき 59 



















































都昭島市拝島町 3-5 -6高橋清ーとの間で，また受託者嶋崎栄作と委託者東京都昭島市大神町 4-
1 17小室栄久との間で締結されている.
契約は当初は毎年やっていたが，近年は 2年に 1lfi 2月に行っている.天候にもよるが大田区馬込
で5軒ほどの園芸農家が種子から発芽させた 4寸鉢に入れたものをミカン籍に入れたものを 7月頃檎
原の受託農家へもってくる.苗が成長するにつれて 3@ほど漸次大きな鉢に植え替えてやり， 6寸鉢











委|八王子4，000 (高取2，500，清水1， 500) 
託 i昭島3，000 (嶋崎3，000) 
顔。 i東村山5，000(w本3，500，清水1， 500) 














得し自分でも苗を馬込などから l鉢42月で購入して栽培している. 10月'"'-'12月に入ると 6寸鉢で
2， 00'"'-'2， 500丹， 7寸鉢で， 3， 00'"'-'3， 500月で販売出荷する人もいる.東京の花屋が電話で注文して

























特30分'"17fl寺まで， 1 時間の昼食時間と 2回のお茶の時間がある


















郎 (58才)の父の代に始めたが現在は妻茂代 (55才)一人でやっており， 5'" 7月の鉢替え持や夏の
水やりのfl寺におばあさん (78才)が手伝う程度である.おじいさん (83才)は昔食糧事務所に勤めて
おり，主人六郎は造菌の下請をやり，娘 (30才)は東京女子体育大へ通学している.
馬込の波多野憲一郎から3，500鉢受託， 1， 500鉢半製品として自主栽培している. 1988年は委託は波
多野1軒のみであるが，以前は5人から委託を受けていた契約は概1潤3，00""4， 000円で鉢の大き
さにより若干違う.自主栽培用に温室をもっているが， 2割は腐ったりして売れず，販売は1，200鉢











4， 000鉢を 7月"-'1 0月上旬まで，主人が管理している，棚l関3，000円であるが，契約書はなく，口約
束である.新井園芸は軽井沢で夏季に泊り込みで管理していた水は沢の水を使っている
下川苔の清水成道は道路と母屋の問の以前水田であった斜密に棚を設け， シクラメンの委託栽培を
1981年からやっている.山本福松の友人の紹介で始めたもので 1988年， 4，500鉢を 3人から受託し






































夏季の日課は 5時，._， 8時瀧水， 9時，._，12時枯葉取り， 13B寺，._，19B寺枯葉取り. 日没後はやることなく
早寝早起きとなる.海抜50mで高冷地で、はないが，朝昼の気温差が大きく，高冷地と I~ じ効果がある
1989年は6，000鉢を栽培， 10月末からは寒くなってくるのでハウスに入れると同時に，いすずElfのト























2，井戸(深さ70m). 5時，._， 9時は l鉢 l鉢に水をやるための 4時間を要す. 1週間か10日に 1度
37 
消毒する.殺虫剤や殺菌剤は種類が多く，暑いと薬害が出る.強い日射を避けるために 1本2，000円
する資子をかけるが， 6，500鉢では200本も必要である.賛子は4年間はもっ. 12， 1月には花粉付け
し 5月には採種， 9月下旬には播種するが， これらは中馬込での仕事である. シクラメンでも20数
種類あり，種が自給できない場合は種苗会社から買う.一般にピンクのものが多いが，赤だけでも 4
種，白も 2種ある.中馬込は 3反 (900坪)の土地に350坪の温室と本宅があり， 81才の父武男，妻，
長女，次男が住んでおり，章も週2回は中馬込へ臼用品と食料をとりに帰る.協和田I'"'中馬込は110





























犬井 iE (1979) :秩父山地における近郊山村の農林 佐々木博(1986):多摩川流域の農業， r多摩川誌』第
業の変化 1章 1節(河川環境管理財団).





Cyclamen Culture in Hinohara mura， Tokyo 
Hiroshi SASAKI 
Hinohara -mura (village) lies the western most of Tokyo-to (prefecture)， 56km west 
of Tokyo central station. It has the smallest population (4，012)， but the 3 rd biggest area 
(104.9 squarekilometer) in Tokyo-to in 1985. The village is very mountainous and the 93 
% of the territory is covered with mountain forest， which gave the people the main jobs 
before the 2 nd World War， e. g. charcoal making and lumbering. The population has 
been decreasing since 1960， and the number of farm households more quickly， owing to 
commuting to the neighbouring towns as part time labourers (table 1). The 93% of farm 
households is mainly side job farmers. The industrial structure of Hinohara has been 
shifting from primary sectores to tertiary sectors (table 2). The main industries in 
Hinohara are manufacturing， wholesales and 陀 tails，and service intustries. 
Cyclamen culture began in Hinohara by nine farmers under the contract with flower 
horticulurists in Magome in Oota-ku (city ward) ， Tokyo， who bring cyclamen in 12cm 
(diameter) flower下otin July. Contract farmers in Hinohara t泣¥.ecare of cyclamen by 
watering， getting rid of the dead or rotten lea ves， shading. in hot summer days etc. in the 
cool climate on the wooden shelves on arable land or slope at an altitude of 400 -500m. 
古田ytransplant cyclaan tv.o or three t:iras to 18cm or 21cm flowerpot as cyslamen grow up. 
In the middle of October cyclamens are tranported to the glasshouses in Magome in 
Oota-ku， and are sold between November and Chiristmas. Some farmers in Hinohara 
grow cyclamen now not in contract but for themselves and sell the flowers to tourists， 
flower shops or markets. 
写真1 茅倉の吉沢宏の樹H


































ラメン園 (1989. 8. 30) 
85aの山林を聞いて 2年目の海
抜50mの平地に6，500鉢が栽培さ
れている 強い日射を除けるため
に賃子がかけられ，背後に瓦屋根
の管理棟と栃木県との境をなす山
稜が見えるー
